
取扱説明書

このたびは日立仕上釘打機をお買い上げいただき，ありがとう
ございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり，正しく安全に
お使いください。
お読みになった後は，いつでも見られる所に大切に保管してご
利用ください。
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ページ

， ， の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」と「 注意」に区分していますが，それぞれ次の
意味を表します。また，「注」の意味も説明します。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必ず守ってく
ださい。

： 製品の据付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意�警告�

警告

注意

注



本機は引金を引くだけで釘を発射します。釘
を打つとき以外は，引金に触れないでくださ
い。誤って釘を発射すると，けがの原因にな
ります。

保護メガネを使用してください。
作業中は，保護メガネを使用してください。
まわりの人にも保護メガネをかけさせてください。
釘を連結している接着剤の破片や打ち損じの釘が
目に当ると，けがの原因になります。

エアコンプレッサ以外の動力源は使用しない
でください。
本機は，エアコンプレッサによる圧縮空気を動力
源とする工具です。圧縮空気以外の高圧ガス（酸素，
アセチレン，プロパンなど）を使用すると，爆発の
恐れがあり，事故の原因になります。

機体の排気音や排気空気から耳を保護するた
め，防音保護具を着用してください。

作業環境に応じてヘルメット，安全靴などの
防具を着用してください。

きちんとした服装で作業してください。

エアホースを接続する前に，次の点検をして
ください。
ネジ類の締め付けがゆるんでいないこと。
損傷したり，はずれている部品がないこと。
さび付きなどで，正常に動作しない部品がないこ
と。

警 告
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釘打機の安全上のご注意
けがなどの事故を未然に防ぐために，次に述べる「安全上のご注意」を必ず守って
ください。
ご使用前に，この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上，指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ
さい。

作業前
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エアホースを接続するときは，次のことに注
意してください。
引金に手を触れない。
射出口を人体に向けない。
誤って釘を発射した場合，けがの原因になります。

釘を装てんする前に，エアホースを接続し，
次の点検をしてください。
エアホースを接続しただけで，機体内部のピスト
ンなどの作動音がしないこと。
空気漏れや異常音がしないこと。
異常のあるまま使用すると，事故やけがの原因に
なるので，異常のあるときは，お買い求めの販売
店，または日立工機電動工具センターに修理を依
頼してください。

用途にあった作業に使用してください。
本機は，木材または類似の材料への釘打ち作業を
目的とした工具です。
指定された用途以外には使用しないでください。

指定の釘を使用してください。
指定された釘以外のものを使用すると，けがや本
機の故障の原因になるので使用しないでください。

子供を近づけないでください。
作業者以外，釘打機本体やエアホースに触れさせ
ないでください。けがの原因になります。
作業者以外，作業場へ近づけないでください。
けがの原因になります。

作業場は，いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は，事故の原因になります。
作業場は十分に明るくしてください。
暗い場所での作業は，事故の原因になります。

作業する箇所に，内部配線やガス管など埋設
物がないことを，作業前に十分確かめてくだ
さい。

－３－
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指定の空気圧力で使用してください。
本機の使用空気圧力範囲は０.３９～０.６９ＭＰａ
｛４～７ｋｇｆ／ｃｍ２｝です。この範囲内で使用してく
ださい。
０.６９ＭＰａ｛７ｋｇｆ／ｃｍ２｝を超えた空気圧力で使用
すると，機体の破裂や損傷の恐れがあり，けがの
原因になります。

人体に射出口を向けないでください。
人体に射出口を向けて，誤って発射した場合，思
いがけないけがにつながります。

射出口付近に人体や手，足などを近づけて作
業しないでください。
誤って釘を発射したり，はね返って飛んだときな
ど，けがの原因になります。

可燃性の液体やガスのある所で使用しないで
ください。
可燃性の液体やガス（シンナー，ガソリン，塗料，
ガス類など）のある所で，本機やエアコンプレッサ
を使用しないでください。
釘を打ち込むときの火花による引火や，空気とい
っしょに吸引圧縮され，爆発や火災の恐れがあり，
事故の原因になります。

釘を打ち込むとき以外は，引金に指をかけな
いでください。
引金に指をかけて，持ち運びしたり，手渡しなど
をしないでください。
釘を装てんするときや調整などをするときは，引
金に指をかけないでください。
誤って釘を発射する恐れがあり，けがの原因にな
ります。

警 告
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作業中
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次の場合は，エアホースをはずし，圧縮空気
を抜いてください。
使用しない場合や作業中断時，使用後。
点検・修理・調整，釘づまりの直しなどの場合。
釘を装てんする場合。
釘打機を移動する際や手渡しする場合。
誤って釘を発射する恐れがあり，けがの原因にな
ります。
引金に指をかけた状態でエアホースをはずさ
ないでください。
引金に指をかけた状態でエアホースをはずすと，
次にエアホースをつないだとき，誤って釘を発射
する恐れがあり，けがの原因になります。

釘を打つときは，射出口を確実に対象物に当
ててください。
一度打った釘の上に，再度釘を打つことはしない
でください。
釘がはね返ったり，本機が反発することもあり，
けがの原因になります。

作業中はまわりの人に注意してください。
釘を連結している接着剤の破片や打ち損じた釘が
当たる恐れがあり，けがの原因になります。
高所作業のときは，下に人がいないことをよく確
かめてください。
機体や材料を落としたときなど，事故の原因にな
ります。

薄い板や木材の端に釘を打たないでください。
薄い板に打つと釘が突き抜けたり，木材の角に打
つと釘がそれたりして，けがの原因になります。

機体の反発に注意してください。
硬い所に打った場合，本機がはね返ることがある
ため，顔を近づけないでください。

壁の両側から同時に釘打ち作業をしないでく
ださい。
打った釘が突き抜けたり，壁ぎわの釘がそれたり
して，けがの原因になります。
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無理な姿勢で作業をしないでください。
常に足元をしっかりさせ，バランスを保つようにし
てください。
転倒して，けがの原因になります。
高所作業のときは，釘打ち作業中に落ちることのな
いように十分足場の安全性を確認してください。
けがの原因になります。

屋外での作業は，次のことに注意してくださ
い。
高所作業の場合，エアホースは作業場所の近くに
固定してください。
不意にエアホースを引っかけたりした場合，けがの
原因になります。
屋根などの斜面で釘を打つときは，下から上に向
かって前進しながら作業してください。
後退しながら作業すると，足を踏みはずす恐れが
あり，けがの原因になります。
床などの水平面で釘を打つときは，前進しながら
作業してください。
後退しながら作業すると，足をとられ，けがの原
因になります。
壁などの垂直面に釘を打つときは，上から下へ作
業してください。

油断しないで十分注意して作業を行なってく
ださい。
釘打機を使用する場合は，取扱方法，作業のしか
た，まわりの状況など，十分注意して慎重に作業
してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは，使用しないでください。

エアホースをつかんで本機を移動しないでく
ださい。

誤って落としたり，ぶつけたときは，機体な
どに破損や亀裂，変形がないことをよく点検
してください。
内部の圧縮空気で破裂の恐れがあり，けがの原因
になります。
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－７－

使用中，機体の調子が悪かったり，異常を感
じたときは，直ちに使用を中止し，お買い求
めの販売店，または日立工機電動工具センタ
ーに点検・修理を依頼してください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

作業後は，エアホースをはずしてから，釘を
全部抜き取ってください。
釘を残しておくと，次に使用するときなど，誤っ
て作動した場合に，けがの原因になります。

本機やエアコンプレッサ，エアセットは直射
日光に長時間当てたまま放置しないでくださ
い。

釘打機は，注意深く手入れをしてください。
安全に能率よく作業していただくために，釘打機
は常に手入れをし，清潔に保ってください。
付属品の交換は，取扱説明書に従ってください。

使用しない場合は，きちんと保管してくださ
い。
乾燥した場所で，子供の手の届かない高い所また
は錠のかかる所に保管してください。

部品をはずしたり，改造をしないでください。
安全性が損なわれ，けがの原因になります。

釘打機の修理は，専門店に依頼してください。
修理は，必ずお買い求めの販売店，または日立工
機電動工具センターにお申し付けください。
修理の知識や技術のない方が修理すると，十分な
性能を発揮しないだけでなく，事故やけがの原因
になります。
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－８－

各部の名称

仕 様
動 力 形 式 ピストン往復動式
使 用 空 気 圧 力 ０．３９～０．６９ＭＰａ｛４～７ｋｇｆ／ｃｍ２｝
能　　　力（使用釘） Ｔ１０１５・Ｔ１０２０・Ｔ１０２５
釘 の 装 て ん 数 １３０本（１連+３０本）
大 　 き さ 長さ２６６㎜×高さ１８４㎜×幅４６㎜
製 品 質 量 １．１ｋｇ
釘 送 り 方 式 圧縮コイルばね式
使用エアホース（内径） ６㎜以上

図　１

ピストン

射出口

マガジンカバー

マガジン

ダストキャップ

エアプラグ
ボデー

引金

トップカバー

バルブ

のぞき窓 セレクタ（つまみ）
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釘の選び方
本機は下表に示す仕上釘が使用できます。
仕上釘は１００本が一連に接着されています。寸法はおおよその値を示してお
ります。
釘は本機お買い上げの販売店でお求めください。

仕上釘の頭の色は，それぞれ４色あります。
下地材に合わせてご使用ください。

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｔ１０１５

Ｔ１０２０
Ｔ１０２５

釘 Ａ Ｃ Ｄ ＥＢ

１．９
２５

１．２５１．１１ ２０

１５

頭　　の　　色

白
（Ｗ）

ベージュ
（Ｙ）

茶
（Ｂ）

薄茶
（ＬＢ）

①六角棒スパナ３㎜･････････････････１個
②保護メガネ･･･････････････････････１個

標準付属品

①

（寸法単位：㎜）

， ，，

②
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①打込調整器
②釘打機・タッカ用オイル
③２台入りケース

図　２

別売部品

用 途
○建築内装の化粧合板（プリント合板）の固定，巾木・回り縁打ち，
ドア・窓回り止め

○家具製造

①

作業前の準備

作業前に次の準備をすませてください。

１．エアホースの準備………

本機の使用エアホース内径は６㎜以上です。エアホースをエアコンプレッ
サ側にしっかり接続してください。

　騒音防止規制について�
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。�
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。�
状況に応じ，しゃ音壁を設けて作業してください。  

エアホースの長さは，３０ｍ以内のものをお使いください。エアホース
が長いと圧力降下をして十分な打込力が得られません。

注

③ ②
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子供など作業者以外は近づけないでください。
ネジ類の締め付けがゆるんでいないことを，十分に点検してください。
損傷したり，はずれている部品や，さび付きなどで，正常に動作しない部
品がないことを点検してください。

警 告

２．エアコンプレッサ内のドレンを除去する………

水や油が内部にたまりますと，さびが発生したり故障の原因になります。
ご使用前後には，エアコンプレッサの空気タンクのドレン抜きをゆるめて，

内部にたまった水や油を除去してください。乾燥した清浄な圧縮空気を使用
してください。（詳細はエアコンプレッサの取扱説明書をご参照ください。）

３．釘の準備………

釘打ち作業の用途にあった釘を準備してください。（９ページ参照）

４．安全点検………

１５ページの「保守・点検」を参照し，必ず行なってください。

可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

警 告

ご使用前に

１．空気圧力の確認………

空気圧力は，釘打ち込み能力（釘径，釘の長さ，木材の堅さなど）に合わせ
て，０.３９～０.６９ＭＰａ｛４～７ｋｇｆ／ｃｍ２｝の範囲で調整してお使いください。
空気圧力が０.３９ＭＰａ｛４ｋｇｆ／ｃｍ２｝未満または０.６９ＭＰａ｛７ｋｇｆ／ｃｍ２｝を
超えますと本機の性能，寿命，安全に影響しますので，エアコンプレッサの空
気圧力，容量，配管に十分考慮が必要です。

本機の使用空気圧力の範囲は０.３９～０.６９ＭＰａ｛４～７ｋｇｆ／ｃｍ２｝です。
この範囲内で使用してください。

警 告



２．給油について………

本機を使用する時は，エアーセット（１７ページ参照）をエアコンプレッサ
と釘打機の間に取付けてください。エアーセットからの給油は各部の動作が
円滑になるとともに本機の寿命も長くなり，またさびの防止にもなります。
オイラーの油滴下量は２０～５０回打込み毎に１滴の割合で調整してください。
オイラーを取付けない場合は，必ず１日に２回以上，作業の前後に２ｍＬ

｛２ｃｃ｝程度の油をエアホース取付口から入れてください。作業前の油は潤
滑油となり作業後の油はさび止めとなります。

本機にエアホースを接続するときは，次のことに注意してください。
引金に手を触れない。
射出口を人体に向けない。

警 告

３．エアホースを接続する………

作業前の場合，給油直後空気を通すと，しばらくの間油が排気口，お
よびボデーの下部より噴霧状に飛び散りますので，油がかかっても支
障のない所で２～３本釘を打ってそれから作業してください。
作業後の場合，注油後１本だけ釘を打ちますと油が内部に行き渡りま
す。

注

油は，日立釘打機・タッカ用オイルをご使用ください。その他，市販で使
用できる油を１８ページに示しましたので，これらの油をお使いください。
なお，混用は避けてください。

○

○

○

本機にホースを接続する場合
は，エアプラグからダストキャッ
プをはずし，図３のようにしっか
り接続してください。

図　３

エアプラグ
キャップ

エアソケット

矢印

エアホース

ダスト
キャップ

セレクタ
（つまみ）

マガジン

－１２－

引金
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図　４

４．釘を入れる………

釘を装てんする場合は，必ず引金から指をはなし，エアホースをはずして
ください。

警 告

使用釘の長さ（１５㎜，２０㎜，２５㎜）に合う
セレクタ（つまみ）の数字（１５，２０，２５）を
マガジン側面の矢印 に合わせてくださ
い。（図４）
合わせ方は，前ページの図３に示すセレク
タ（つまみ）をうしろに引いた後，セレクタ
を回転させて合わせます。
マガジンカバーをうしろへ，静かに引出し
てください。
釘をマガジンの溝に入れてください。
入れた釘が溝の先端（ビットガイド側）まで
動くことを確認してください。
溝の中で，横に倒れた釘とか，ゴミが溝内
に入っていると，釘が円滑に動きません。
その時は，これらの異物を溝内から除去し
てください。
釘がマガジン内に完全に入っていることを
確認し，マガジンカバーを静かにもとどう
り完全に押しこんでください。

引いて矢印に合わせる

図　５

マガジン

溝

釘

マガジンカバー

必らず釘の長さに合わせて，セレクタ（つまみ）の数字はマガジン矢印
（ ）と一致させてください。
釘は５本以上連結されたものをご使用ください。
釘を装てんした状態でセレクタは回さないでください。

注

○

○

○

○

本機は引金を引くだけで釘を発射します。釘を打込むとき以外は，引金に
触れないでください。
作業中は，必ず保護メガネを使用してください。
作業中は，まわりの人の安全確保にも十分注意をはらってください。
人体に射出口を向けないでください。
射出口付近に人体や手，足などを近づけて作業しないでください。
一度打った釘の上に，再度釘を打つことはしないでください。

警 告

使 い 方
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低温時に使用すると，機体の動作が悪くなることがあります。注

１．釘の打ち方………

釘を打つ所に射出口を押し当てて引金を引けば一撃で打ち込めます。（図６）

使用しない場合や作業中断時，使用後はエアホースをはずしてください。
作業後は，エアホースをはずしてから，釘を全部抜き取ってください。

警 告

空打ちの注意
連続して釘を打っていると，釘
がなくなったことに気がつか
ず，そのまま使用している場合
があります。これを「空打ち」と
いい，空打ちを続けると各部に
影響を与えますので，空打ちを
しないようご注意ください。

図　６

射出口

引金

作業中断時，使用後のご注意

本機は先端の部分（射出部）が細長いので，狭い部分やコーナーの部分でも十
分使用できます。

釘の梱包箱，釘単体いずれの場合も扱いをていねいに行なってくださ
い。落しますと連結部が切れます。またそのままの状態で使用すると
釘送り不良により，空打ち，釘詰まりなどが発生するため使用しない
でください。
釘は長時間外気や直射日光にさらさないでください。さびの発生や，
連結部に不具合が生じる場合があるので，使用しないときは釘梱包箱
に入れてください。

注

２．釘の取扱い方………

作業後は，エアコンプレッサの空気を抜いて，空気圧力を０にしてく
ださい。ドレン抜きをゆるめると，タンク内のドレンが除去されると
同時に，圧縮空気が抜けて空気圧力が０になります。

注

注
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保守・点検

釘づまりを直すときや点検・手入れの際は，必ずエアホースをはずし，釘
を全部抜き取ってください。

警 告

１．釘づまりの直し方………
○マガジンに入っている釘を全部抜きます。
○六角棒スパナ３㎜と＋ドライバを使用してガイドプレートをはずします。
○ 案内溝につまった釘，接着剤，破片，木くず等を－ドライバなどで取り除き
ます。（図７）

図　７

ガイドプレート

案内溝

六角穴付ボルトM４×２０

サラネジM４×８ ○ドライバ

マガジン

２．各部取付けネジの点検………

各部取付けネジでゆるんでいるところがないか，定期的に点検してください。
ゆるんでいるところがある場合は，締めなおしてください。
ゆるんだままお使いになると，けがなど事故の原因になります。

３．ごみ・ほこりの防止………
○ ごみやほこりが内部に入らないよう，エアホース接続の際には，口元のごみ
をぬぐってください。

○ 使用しないときはエアプラグにダストキャップをつけ，本体内にごみが入る
のを防いでください。

４．マガジンの点検………

マガジンをときどき掃除してください。
中にたまったごみ，木くずなどを取り除いてください。
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５．作業後の保管は………

○ 作業後は内部にごみやほこりが入らないよう，ダストキャップをエアプラグ
にさし込み，保管してください。

○ 長期間使用しない場合は，さび防止のため，エアホース取付口から給油し，
２，３回空打ちして油を内部に行き渡らせてください。また鉄の部分やバル
ブの部分には油をうすく塗布してください。油は，日立釘打機・タッカ用オ
イルをご使用ください。その他，使用できる油を１８ページに示しましたの
で，これらの油をお使いください。なお，混用は避けてください。
また，油の中にごみがあると給気穴をふさいだり摺動部をいためる原因とな
りますので，清浄な油をご使用ください。

○ 気温が下がると，ゴム製部品の収縮で空気が漏れ，朝の始動が悪くなる場合
がありますので暖い場所においてください。

○お子様の手の届かない乾燥した場所に保管してください。

エアプラグにダストキャップをさし込むときは，本機をさかさにして
十分水抜きしてからさし込んでください。

注

エアコンプレッサと作業の速さ
エアコンプレッサは，使用する場合の作業の速さ（毎分合計打ち込み本数）
と使用空気圧力（ＭＰａ）の関係により，下表を目安に最適な機種を選定してく
ださい。

たとえば，０.４９ＭＰａ｛５ｋｇｆ／ｃｍ２｝の圧力で１分間に１２０本の速さで打ち
込む場合（１秒間に２本）は，上の表からＥＣ６ＳＡ１，０.６ｋＷ以上の出力のエ
アコンプレッサが必要となってきます。

０.３９～０.４９ＭＰａ
｛４～５ｋｇｆ／ｃｍ２｝

０.４９～０.５９ＭＰａ
｛５～６ｋｇｆ／ｃｍ２｝

０.５９～０.６９ＭＰａ
｛６～７ｋｇｆ／ｃｍ２｝

１４０～１００本

２１０～１５５本

２５５～１９０本
２８５～２１５本

１００～ ６５本

１５５～１０５本

１９０～１２５本
２１５～１４０本

６５～ ４５本

１０５～ ７５本

１２５～ ９０本
１４０～１００本

０．４ ｋＷ

０．７５ｋＷ
０．９ ｋＷ
１．１ ｋＷ

ＥＣ６ＳＡ１
０．６ ｋＷ

使用空気圧力

作業の速さ（毎分合計打ち込み本数）

３４０～２５５本 ２５５～１７５本 １７５～１２５本

エアコンプレッサ
および出力
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別売部品を取り付けるときは，必ずエアホースをはずし，釘を全部抜き取
ってください。

警 告

打込調整器の使い方………
打込調整器（図２－①）は，釘打
機・タッカのハンドル部に取付け手元
で簡単に打込深さの調整をするもので
す。（図８）
本器を使用すると，材料の堅さ，釘，

ステープルのサイズなどに合った打込
力が得られ均一な仕上がりとなりま
す。（詳細は打込調整器の取扱説明書
を参照してください。）

図　８

ホースバンド打込調整器

釘打機，タッカ
エアホースエアソケット

別売部品の使い方

工具を最適の条件でお使いいただき，工具を長持ちさせるためオイラー・フ
ィルタ・減圧弁をご使用されるようおすすめします。これらは単体またはセ
ットで市販されております。

図　９

フィルタ

釘打機側
タッカ側

減圧弁

オイラー

エアコン
プレッサ側

オイラー・フィルタ・減圧弁 （エアーセット）

（日立釘打機用ハンディコンプレッサＥＣ６ＳＡ１形には取付きません。）
オイラー……

フィルタ……

減 圧 弁……

……

清浄で適量の潤滑油を
自動的に供給できます。
油は，日立釘打機・タ
ッカ用オイルのご使用
を推奨いたします。そ
の他使用可能な油を１８
ページに示します。５
～１０本打つ間に１滴
落ちる程度に調整して
ください。
圧縮空気中の水分，ゴ
ミなどを取り除きます。
エアコンプレッサの圧
縮空気を必要な一定圧
力に調整して使用でき
ます。
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使用潤滑油
釘打機・タッカに使用する潤滑油は，日立釘打機・タッカ用オイルをおすす

めします。この油も含め使用可能な潤滑油は下表のとおりです。

油 の 種 類

日立釘打機・タッカ用オイル

銘 柄 お よ び 品 名

〔別途販売しております〕

日立ベビコン用オイル

エンジンオイル各銘柄ＳＡＥ１０Ｗ，ＳＡＥ２０Ｗ

タービン油各銘柄 ＩＳＯ　ＶＧ３２～６８
（＃９０～＃１８０）

その他の
オイル
〔市販品〕

ベ ビ コ ン 油

エンジンオイル

タ ー ビ ン 油

潤滑油は必ず上表の油を使用してください。不適正な油を使用すると
動作不良の原因になります。

注

ご修理のときは
本機は，厳密な精度で製造されています。したがいまして，もし正常に作動

しなくなったような場合には，決してご自分で修理をなさらないで下記のとこ
ろにご用命ください。
最寄りの 日 立 電 動 工 具 販 売 店

日立工機電動工具センター
ご不明のときは，裏表紙の日立工機サービス（株）サービス技術センター，また

は営業拠点にご相談ください。
その他，部品ご入用の場合や取扱い上でお困りの点がありましたら，ご遠慮

なくお問い合わせください。

｛ ｝

※（外観などの一部を変更している場合があります。）



００７
部品コード　９９４５５２０６ Ｎ

お買い上げ日　　年　　月　　日 販売店

製造番号（Ｎｏ．） 電話番号

お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号（Ｎｏ．）などを下欄に
メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

本社サービス技術部 〒１１０-００１５ 東京都台東区東上野五丁目２番５号（下谷ビル） �（０３）５８２８-４９１１（代）
北海道サービス技術センター 〒０６０-００４１ 札幌市中央区大通東十丁目１１番４号 �（０１１）２５１-５８３１（代）
東　北サービス技術センター 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号 �（０２２）２８８-８６８１（代）
東　京サービス技術センター 〒１４３-０００６　 東京都大田区平和島五丁目３番２号 �（０３）５７５３-７７０９（代）
中　部サービス技術センター 〒４９０-１１４４ 愛知県海部郡大治町大字西條字壱町田１８番２号　 �（０５２）４４３-０８９１（代）
北　陸サービス技術センター 〒９２０-０３６２ 金沢市古府二丁目２９７番地 �（０７６）２６９-１１４７（代）
関　西サービス技術センター 〒５６７-００３４ 大阪府茨木市中穂積一丁目６番４１号 �（０７２６）２６-１３０１（代）
中　国サービス技術センター 〒７３５-００２３ 広島県安芸郡府中町浜田本町５番２９号 �（０８２）２８５-３２８１（代）
四　国サービス技術センター 〒７６１-０１１３ 高松市屋島西町字百石１９８１ �（０８７）８４４-１８５１（代）
九　州サービス技術センター 〒８１３-００６２ 福岡市東区松島四丁目８番５号 �（０９２）６２１-５７３８（代）

第一営業部 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟） �（０３）５７８３-０６２６（代）
北海道支店 〒０６０-０００３ 札幌市中央区北三条西四丁目（日生ビル） �（０１１）２７１-４７５１（代）
東 北 支 店 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号 �（０２２）２８８-８６７６（代）
東 京 支 店 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟） �（０３）５７８３-０６２９（代）
中 部 支 店 〒４６０-０００８ 名古屋市中区栄三丁目７番１３号（コスモ栄ビル） �（０５２）２６２-３８１１（代）
北 陸 支 店 〒９２０-００３１ 金沢市広岡二丁目１３番３７号（ＳＴ金沢ビル） �（０７６）２６３-４３１１（代）
関 西 支 店 〒５４１-００４１ 大阪市中央区北浜三丁目５番２９号（日生日立ビル） �（０６）６２３１-６５７８（代）
中 国 支 店 〒７３０-００１１ 広島市中区基町１１番１３号（第一生命ビル） �（０８２）２２８-０５３７（代）
四 国 支 店 〒７６０-０００７ 高松市中央町５番３１号（中央町ビル） �（０８７）８３４-６１１１（代）
九 州 支 店 〒８１４-０００１ 福岡市早良区百道浜二丁目１番１号（日立九州ビル） �（０９２）８４４-７６３８（代）

日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記のサービス技術センターに
お問い合わせください。

全国サービス拠点 日立工機サービス（株）サービス技術センター

電動工具ご相談窓口 お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター 0120- 20 8822（無料）
（土・日・祝日を除く　午前８：５０～午後５：２０）

フリーダイヤル

全 国 営 業 拠 点 日立工機株式会社


